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環境への責任、釣りをする自由、幸福追求権を理解して頂く

ための今後の活動について

大阪湾の海が、あるいは天候も含めてあまり経験したことのない

ヘンな様子に思われるこの夏でした。

お盆の直前から吹き始めた南東の風で、大阪湾に苦潮がまわりま

した。特に泉北～泉南にかけての一帯の生き物たちが長期にわたっ

て被害をうけたようです。

幸いなことに、直立護岸に附着していて、苦潮で剥落したイソフ

ジツボの層は、9月 の初めには微細な層が復活していることを確認

してやれやれです。これでまた、秋が深まればチヌの落とし込みも

復活することでしょう。

大阪湾奥部の潮の停滞は、関空島の建設にはじまり、神戸空港、

淀川河日の新島建設を経てますます顕著な現象になっています。そ

して大阪湾はみたところ明らかに美しくなっていますが、そこに住

む生き物たちの減少は、もはやだれの目にも明らかです。

大阪港内、ことに南港魚つり園や新府庁のすぐ目の前でしばしば

行われる底引き網の操業やシラスの乱獲ばかりが原因ではなく、

もっと権限的な誤りを、わたしたちの年代が惹き起こしたのではな

いかといった空恐ろしい思いを持つこともしばしばです。

単に行政の計画性の社撰さが原因だと攻撃するだけでいいのか、

それを含めて一般市民にもっとできることはなかったのか。つまり

わたしたちは利便性のみを追求してきた社会が侵した環境破壊の当

事者でもあることを改めて認識しておく必要があるわけです。

そうした考え方の基礎にたって開始した 「大阪湾水質調査」です

が、試薬の購入費にもためらいがちになる苦境の中で、やや トーン

ダウンした感があります。ここはもうひと踏ん張り、海の生き物た

ちに成り代わって受難の様子をデータとして伝え残す役割を再認識

してがんばりたいと皆様に協力をお願いします。

次にうれしいお知らせです。堺 2区の旧新日鉄波止西側に工事が

進んでいた防災緑地の一部が 「堺海つリテラスJと して完成し一般

に開放されます。(右の写真)

国交近畿整備局が実施していた工事が9月末までに完成し、検査

を受けた後、大阪府に移管され、それが堺市港湾局に管理を委託さ

れるという手順を踏んで、 10月 7日を目途にオープンされる予定

です。朝 7時から夕方 5時 までという時間常はいささか物足りない

のですが、全長300市 が駐車場を含めて一切無料。ただし、事故

やゴミを含めてすべて利用者の 「それぞれの責任」によってという

スタンスが大変ユニークです。大阪らしい、そして中世からの伝統

を持つ自由都市堺ならではの試みと賛辞を贈りたくなっています。

これからの釣り人との連携が重要ですが、とりあえず」OFI大 阪

末 田 仁 成 伏 阪府釣リイントラクター連絡機構代表)

の皆様には、適宜にパトロールして現状報告を送っていただくとと

もに水質検査もお願いしたいものです。

それとは別に、来年2月 に開かれる恒例のフィッシングショー大

阪に、はじめて国土交通省近畿整備局コーナーの出展が計画されて

います。昨年からはじまった大阪府海域美化安全協会、大阪湾環境

保全協議会 (いずれも大阪府の出先機関)そ れに以前からの第五管

区海上保安本部とあわせ、海や川に関連する行政機関がフィッシン

グショーに顔を見せ、釣り人との意思疎通をはかるという試みの体

制ができつつある明確な証拠でしょう。

もちろん主催者である大阪釣り具協同組合の好意もあって実現し

たわけですが、わたしたち」OFIの メンバーもこれまでのおつき

あいやいきがかり上現場でお手伝いする必要があろうかと思いま

す。このことにも協力をお願いします。

それはさておき、気になるのは大阪市における 「南港魚釣り園廃

止」の動向です。もし具体化する場合は前もって釣り人側の意見聴

取が必要不可欠である旨、申し入れてあり、そのままになっていま

す。大阪市の海辺が 100%人 工護岸にかわった時にようやく相互

理解の上で現在の魚釣り園が作られた経過をふまえて改めて議論が

必要です。それにつけても公有水面で釣りをする自由や幸福追求権

などといった、一部の公務員層にとって理解不能であろう議論を交

わすのは気の重い話です。なんとか現状維持で進んでいただきたい

ものですね。
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水質調査は毎回見学者を集めて楽 しく実施 しています
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鮮 第6回 大阪湾 53PickUpl～ 水辺を守る釣り人ミーティング～(H24-3/26)

して青から府民に親しまれている場所です。

海のゴミ掃除は毎回本当に大変な作業です。しかし

古労が多い分、清掃後の充実感も大きく、また、現地

の釣 り人も毎回手伝って下さいますので、とても気持

ち良く掃除をさせていただいています。」OFI大 阪イン

ス トラクターだけでなく、ヒューマンフィッシングの

学生 ・卒業生、地元泉南のルアーアングラー、京都 ・

奈良からも毎年このイベントに参加 してくれる方もい

ます。

また今回は 「清掃活動=環 境を考えるイベントJと

捉え、インス トラクター研修会を同時開催 しました。

平成 23年 度大阪湾水質調査の結果報告、大阪湾環境保

全協議会の藤林事務局長による 「大阪湾の環境と水産

資源について」の講話など、大阪湾の現状や取 り組み

方を勉強 しました。ほかにも、釣具バザール、暖かい

大阪湾 53Pickupl清掃活動は、2006年 10月 に西宮港 ・貝塚

人工島 ,深日港で第 1同 目をスター トし、その後、声屋浜 ・南港 ・

泉佐野港 ・二色浜 ・せんなん里海公園など、ゴミの量や意識調査

などを行ないつつ取り組んできました。第 6回 目は 2011年 に実

施の予定でしたが、東北大震災の漁業募金活動のために、2012

年 3月 25日 に延期しました。

開催場所は泉佐野港の旧フェリー乗り場で、近場の好釣り場と

働いて (,肺活動)

楽しんで 的り具交換会)

学んで (大阪活の水産と環境のお話)

食べて にかぃトン汁と否飯)
今年も素敵な仲間が集まりました !

お食事など、楽しむ企画もあり、盛大に終えることができました。

参加者は 49名 十犬 2匹 。ゴミは 2ト ントラックいっぱいにな

るほど回収 し、大阪府と泉佐野市の協力により処理しました。ご

参加いただきました皆様、ご協力いただきましたメーカー、ルアー

ビルダーの方々にお礼申し上げます。

チャリティー釣具バザーもこのイベン トの楽 しみです。
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』観メk姫路遊漁センター。こどもの日釣り教室
姫路市立遊魚センターでは、5月 5日 「こどもの日釣り

教室&ミ ニ釣り教室」を開催しました。参加者は子供だけ

で約 60名。遠くは滋賀県や奈良県からも参加者があり、釣

り初心者のご家族にインストラクターがコーチをしました。

釣り方だけではなく、ゴミの処理や安全確認などもさりげ

なく指導します。表彰式では、参加者全員に賞品を差し上

げました。限られた小さな釣り場をみんなで仲良く使うこ

とができたご褒美です。(報告 :吉田)

鮮 みらい園 ・のぞみ園 春の釣り教室 (H24-4/23、5/20)

大阪市立の福祉施設 「弘済みらい園 ・のぞみ園」での釣り教室、

今回は淀川ワンドに住む魚をテンカラ釣りで狙つてみようという企

画です。

4月 24日 の座学では、「淀川ワンドの成り立ちと生態」「釣りの

ルール・マナーと安全」「釣り場の環境とゴミ問題」「毛ばりを作ろう」

を講義し、実際に子供たちに毛ばりを作ってもらいました。自由な

発想のきれいな毛ばりができ、作った毛ばりは子供らの名前を書い

たケースに保管しました。

5月 20日 の実釣は淀サ||ワンドにてブルーギルを狙います。イン

ストラクターは 7時 に集合、テントを設営し、釣ったブルーギル

を調理するスペースもセッテイング。子供たちは 9時 過ぎに到着。

参加した子供は 13名 で、スタッフは 13名 以上おり、マンツーマ

ンで面倒がみれる体制です。近藤支部長からの挨拶のあと早速釣り

を開始。あそこが釣れてる 1 と みんなが情報交換し、釣れるポイ

ントはすぐにぎやかになります。結果、午前の部だけで調理しきれ

ないくらいの大釣りができました。

昼食はお弁当プラス、ブルーギルの天ポら。おいしい 1おいしい 1

とあちこちで声があがりました。午後からも、飽きることなく釣り

をしたり、草むらでトカゲやてんとう虫を捕まえたりして楽しみま

した。

午後2時半、この日のもうひとつのイベントに移ります。それは

全員が力を合わせての釣り場の大清掃です。ペットボトルから、弁

当トレイ、ビニール袋など大量に集まりました。子供たちが 「はじ

めよりだいぶきれいになったね !」と嬉しそうに話していました。

参加した子どもたちも、教える側も、現代の水辺環境をダイレク

トに感じ、考える機会になったのではないでしょうか。(報告:中島、

室井、日隅)

清掃活動もがんばりました。

部会の近くにも自然はいっぱい !

魚や虫を捕まえ、鳥たちを見て遊びました。

天気もよく、魚もガシラ、キス、アイナメなど10種類以上釣れて楽しかつた !

釣れるかな?
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第 5回 大阪湾生き物一斉調査 (堺2区 生物共生型護岸)(H24-6/3)

6月 3日 、堺 2区 生物共生型護岸にて、NPO法 人釣り文化協会

と社団法人大阪自然環境保全協会が合同で 「第 5回 大阪湾生き物

一斉調査」を実施しました。

調査に先立ち、5月 26日 、大阪市立自然史博物館にて今回の共

通テーマである 「外来種」についての勉強会を開催。なぜその種が

繁殖するのか、どのような影響が出るのか、観察することの重要性

を学びました。

当日は朝 5時 から 9時 までを第 1部 として 「釣りによる調査」

を行ないました。チヌ、スズキ、アイナメなどが釣れました。

9時 半から水質調査講習を行ないました。当日の水質データ=透

明度 :17m/水 深 4.15m/黒 っぽい濁 り/水 温 :表層 19.5℃、

底 18℃/底 の溶存酸素量 (DO)6mg/1/表 層のPH7 5/塩 分濃度 :

表層 25%0、 底 30%0

11時 ～ 12時 半、海岸生物研究会の大谷道夫先生にご指導いた

だき、採取調査を実施しました。参加者には大阪自然環境保全協会

のスタッフ 12名 が付き添い、参加者の興味を引き出す素晴らしい

フォローの仕方で、たいへん勉強になりました。

私たちが調査した場所は生物共生型護岸となっており、人工的に

7月 21日、前日の雨もあがり 「淀川わんどクリー

ン大作戦」に参加しました。朝から大勢の人々が

城北ワンドに集合。主催者の国土交通省淀川河川

事務所による開催の挨拶、注意事項の説明の後、

参加者それぞれ一斉にゴミ拾いを開始します。今

年は時々豪雨による水位の上昇があり淀川の水位

が平年よりは高く、それが原因かどうか定かでは

ありませんが、ゴミの量が昨年までと比べると非

常に少なかった。(報告 :田隅)

海岸生物研究会の大谷道夫先生が、多彩な生物の特徴を教えて下さいました。

この人工干潟の実験施設が、将来の埋立地の自然環境を変えてくれるかもしれません。

作った干潟と岩場で構成されていますが、観察を続けるごとに種類

が増えています。垂直護岸の埋立地のあり方を考える貴重な資料と

なると思います。なお、結果発表会は 9月 22日 、大阪市立自然史

博物館にて開催します。

釣 りをするだけの調査も。

淀川わんどクリーン大作戦に参加 (H247/21)

JOF10SAKA
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抑額メk第 31回大阪湾チヌ稚魚放流(&左鍮轟
“軍ギ

日本釣振興会大阪府支部、大阪府釣り団体協議会、遊漁船組合な

どが協力して 「大阪湾のチヌ稚魚放流」を行ないました。30年 の

以上のチヌ稚魚放流で、チヌがよく釣れる大阪湾になりました。今

後はチヌ放流以外の資源増殖の活動をと言う意見もありますが、チ

ヌというのはシンボルであ

り、釣り団体が一致団結し

て活動を続けて来た事に大

きな意義があります。

掛鯨yk南 港魚つり園チヌ稚魚放
南港魚つり園指定管理者ハウスビルシステムによる 「チ

ヌ稚魚放流Jは 、8月 18日 に実施。5月 6日 孵化に成功

したチヌ稚魚 10万 匹のうち 4000尾 を来園者の子供たち

に手伝ってもらって放流 しました。大阪府水産技術セン

ター・森場長からチヌの生態と大阪湾のお話もお聞きして、

良い経験をしていただけたと思います。大きくなって帰っ

て来てね !

』懲yk海 上航行安全講習会の開催
全国遊漁船業協会の解散に伴い、全日本釣り団体協議会の事業と

して引き継ぎました 「遊漁船登録業者講習 (海上航行安全講習会)」

が、2012年 8月 28日 、関西エアポー トワシントンホテルにて開

かれました。大阪府水産課と大阪府海域美化安全協会が共催。大阪

府内の遊漁船業登録業者を対象にしています。

釣り人団体が釣船の指導的な立場として議習を主催するのは初め

自分で魚を放流 した経験は、きつと将来役立つで しょう。

ての ことにな ります

が、今後はより現場の

実状や問題点を話し合

える機会としたいと来

田代表から挨拶があり

ました。

6

鮮 第 16回 JOFI大 阪定期総会 御24と'1拭

第 16回 定期総会は、3月 18日 都島区の大阪リバーサイドホテ

ルで開催しました。代表の挨拶では、釣り業界の置かれている状況

や釣リインストラクターの使命、釣りの自然環境調査の件などにつ

いて話がありました。議事は辻哲男議長により進行。事業報告、事

業計画役員に関する件など決議。終了後、山本忠男事業部次長の司

会で懇親会を開催し、来賓や新加入者との懇親を深めるとともに、

今後の積極的な活動と再会を約束して終了しました。(報告 :物部 )
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南
方
周
辺
の

作
戦
他
、

統
括
を
行
な

っ
て
い
た
の
だ
が
、

敗
戦
後

は
連
合
軍
英
軍
の
指
揮

の
ド
、

種
々
指
示
に
従

い
、

配
船
、

引
揚
げ
、

帰
還
他
各
方
面
に
通
信
連
絡
を
行

な

っ
て
い
る
。

直
ち
に
受
信
電
報
を
十
四
警
本
部
に

届
け
る
。

刊
令
植
田
大
佐
は
不
れ
、

戦
犯
と
し
て
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
ヘ
。

後
任
に
機
関
隊
隊
長
大
西
少
佐
が

代
行
の
任
に
あ
た
っ
て
い
た
。

ま
ず
各
隊
，

一分
の

＾
に
。
う
ち
建
設
経
験
者
及
び

年
属
の
設
営
隊
が
、

令
員
先
発
隊
と
し
て
行
く
こ
と

が
決
定
。

十
四
日
、

各
先
発
隊
は
マ
ラ
ッ
カ
海
面
に

集
合
。

英
軍
の
検
閲
後
、

大
発
艇
に
て
す
み
れ
丸
に

乗
船
し
、

出
航
。

レ
ン
バ
ン
鳥
へ
。

以
後
城
留
各
隊
、

Ｈ
課
予
定
表
通
り
を
遂
行
。

通

信
隊
隊
資
が
先
た
隊
と
と
も
に
出
発
し
た
の
で
、

半

（し
ょ
う
）
通
信
長
が
通
信
の
指
揮
を
と
る
こ
と
と

な

っ
た
。

十
二
月
木
、

各
隊
二
名
が
主
計
隊
に
集
合
。

最
後
の
餅
愉
き
を
し
た
。

二
十

一
年

一
月

一
日
、

七
計
隊
飽
炊
所
に
、

食
卓

番
三
名
が
行

っ
て
食
事
を
貰

っ
て
帰
る
。

各
食
事
に

配
食
。
「食
事
用
意
良
し
」
「着
け
」
で

「頂
き
ま
す
」
，

に
月
の
雑
煮
は

一
年
振
り
で
あ
る
。

赤
道
に
近

い
所

で
の
餅
は
美
味
し
い
に
は
柱
遠
い
味
で
あ
る
。

だ
が

贅
沢
は
言
え
な
い
。

食
べ
物
が
あ
る
だ
け
で
も
有
難

い
。

他
方
面
離
島
で
は
餓
死
者
多
数
と
聞
い
て
い
る
。

有
難
い
こ
と
に
第
十
四
警
備
隊
の
前
身
で
あ
る
呉
鎮

第
八
特
別
睦
戦
隊
が
、

昭
和
十
八
年
夏
、

ア
ン
ダ

マ

ン
エ
コ
バ
ル
諸
鳥
カ
ー
エ
コ
バ
ル
島
に
Ｌ
降
、
卜
年

計
画
の
食
料
を
陸
揚
げ
し
、

糧
食
庫
に
は
多
く
の
食

料
が
備
苔
さ
れ
て
い
た
。

私
達
は
ャ
運
で
あ
っ
た
。

以
後
、

五
直
配
置
の
通
信
任
務
に
。

非
番
は
全
員

農
耕
に
従
事
。

但
し
】
直
以
外
は
休
み
で
、

日
曜
も

休
み
。

掃
除
、

洗
濯
、

自
由
で
あ
る
。

何
れ
に
せ
よ

制
裁
罰
直
が
な
い
の
が
唯

一
の
安
堵
で
あ
る
。

良
識
、

常
識
の
な
い
、

非
人
道
的
行
為
を
行
じ
た
Ｌ
官
は
猛

反
省
だ
ろ
う
と
思
う
が
、

さ
に
非
ず
。

い
ず
れ
天
削

が
ド
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

人
生
で
絶
対
許
せ
な
い
奴

「仁

丹
」
で
あ
る
。

仁
丹
は
輝
名
で
あ
る
。

以
後
、

日
課
予
定
表
通
り
を
遂
行
。

二
月
中
旬
、

十
二
根
よ
り
電
報
あ
り

「全
員
レ
ン
バ
ン
島
に
移
駐

せ
よ
」
と
。
ｒ
ｉ

根
と
通
信
連
絡
し
、

配
船
の
日
程

が
決
定
。

愈
々
島
を
離
れ
る
時
が
き
た
。

通
信
隊
と
し
て
は

十
＾

一根
と
再
開
を
約
し
、

最
後
の
連
絡
。

送
受
信
に

終
止
符
を
打
っ
た
。

そ
し
て
後
、

英
軍
の
指
示
に
従
い
、

食
料
は
全
貴
レ
ン
バ
ン
島
に
移
送
す
る
こ
と
、

通
信

隊
に
対
し
て
は
、

送

受
信
の
マ
ス
ト
借
わ

り

の
椰

ｒ

ｉ
木

に

張

っ
て
あ
る
電
線
を

切
断
せ
よ
で
あ
る
。

木
に
登
る
適
任
者

が
い
な
い
の
で
、

仕

方
が
な
い
の
で
小
さ

い
頃
か
ら
山
川
と
白

然
を
友
と
し
て
育

っ

た
、

タ
ー
ザ
ン
が
大

好
き
な
私
が
切
断
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。

ま
ず
ペ
ン
チ
に
組
を

括

っ
て
肩
に
掛
け
て

用
意
す
る
。

椰
子
の

高
さ
は
約
十
Ｌ
メ
ー

ト
ル
科
だ
。

都

一
枚

で
す

っ
た
。

椰
子
の

木
の
皮
は
堅
い
。

そ

れ

に
出

円

の
連

続

だ
。

早
く
終
わ
ら
な
い
と
、

他
の
隊
員
は
海
岸
に
集

結
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

私

一
人
の
た
め
に
機
関
隊
の

ト
ラ
ッ
ク
が
終
わ
る
の
を
待

っ
て
い
る
。

私
も
必
死

で
あ
る
。

熱
い
Ｈ
洋
し
の
中
、

何
と
か
笠
り
、

一
休
み
。

ベ
ン
チ
で
裸
線
を
巻
き
一灰
す
。

か
な
り
の
数
．灰
し
た
。

最
後
が
外
れ
た
時
の
衝
撃
、

ピ
ー
ン
は
凄
か

っ
た
。

も
の
す
ご
い
揺
れ
で
あ

っ
た
。

ベ
ン
チ
を
持

っ
た
ま

ま
、

木
に
し
が
み
つ
い
た
。

揺
れ
が
納
ま
っ
た
後
、

ゆ
っ

く
り
下
り
た
。

汗
が
び

っ
し
ょ
り
で
あ
る
。

ド
ラ
ム
缶
に
呑
み
水
が
か
な
り
残

っ
て
い
た
。

中

に
入

っ
て
体
を
洗

っ
た
。

胸
が
痛
い
。

水
が
し
み
る
。

椰
子
の
木
に
擦
れ
て
皮
が
剥
け
て
い
る
。

急
い
で
体

を
拭
い
て
ド
ラ
ム
缶
を
押
し
倒
し
た
。

水
を
入
れ
た

ま
ま
残
し
て
お
く
と
、

ボ
ウ
フ
ラ
が
涌
き
、

マ
ラ
リ

ヤ
蚊
が
発
生
す
る
か
ら
だ
。

そ
し
て
衣
要
を
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
せ
た
。

こ
れ
で
通
信
隊
送
受
信
所
兵
舎
と
も
別
れ
で
あ
る
。

私
は
海
岸

へ
急
ぐ
。

到
着
後
、

服
装
を
整
え
て
整
列
。

検
問
後
、

大
発
艇
に
て
移
送
船
に
乗
船
。

ま
ず

一
路

ア
ン
ダ

マ
ン
ポ
ー
ト
ブ
レ
ア

ヘ
向
か
い
、

寄
港
後
、

レ
ン
バ
ン
島
へ
。

ノ

二
月
末
の
印
度
洋
は
、

波
静
か
鏡

の
如
し
九
月
の
海
と
は
雲
泥
の
差
で

あ
る
。

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
経
て
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
港

へ
。

カ
ー
エ
コ
バ
ル
を

出
て
六
日
日
、

午
後
に
停
泊
。

夜
に

入
り
、

戦
勝
国
の
各
艦
船
は
満
艦
飾

で
あ
る
。

そ
の
数
、

見
事
さ
に
は
、

圧
倒
さ
れ
た
。

ま
こ
と
に
勝
者
と
敗

者
の
相
違
で
あ
ろ
う
。

`′

翌
朝
レ
ン
バ
ン
鳥
に
向
か
う
。

赤

道
に
ド
の
時
と
聞
い
て
い
る
。

そ
し

て
午
後
遅
く
停
泊
。

大
発
艇
に
て
レ

ン
バ
ン
島
桟
橋
接
岸
Ｌ
陸
。

各
自
衣

墓
を
担

い
で
約
二
十
分
、

急
造
の
道

を
各
隊
兵
舎

へ
。

後
、

な

い
兵
貞
は

糧
食
他
運
搬
に
参
加
。

そ
し
て
、

英

年
の
命
に
よ
り
、

兵
員

一
人
あ
た
り

二
百
平
米

（六
十
坪
）
開
墾
す
る
こ

と
が
伝
え
ら
れ
た
。

こ
の
割
り
】
て

が
完
ｒ
す
れ
ば
、

内
地
に
帰
還
が
許

さ
れ
る
。

毎
日
朝
八
時
か
ら
午
后
五

各
自
剣
先

ス
コ
ッ
プ

一
丁
で
耕
す
の
で
あ

時
ま
で
、

フ
つ

。

赤
道
直
下
の
作
業
は
大
変
で
あ
る
。

杵
と
タ
オ
ル

一
枚
、

他
に
二
種
軍
幅
の
み
。

雑
木
は
直
ち
に
焼
却

さ
れ
る
の
で
、

飛
び
火
が
汗
の
体
に
飛
持
す
る
。

熱
い
。

耕
し
た
後
は
、

支
給
品
タ
ピ
オ
カ
の
木
を
二
十
セ
ン

チ
く
ら
い
に
切

っ
て
、

片
方
を
斜
め
に
切
り
、

斜
め

に
上
中
に
差
し
入
れ
る
。
こ
れ
は
薩
摩
芋
の
蔓
を
植

え
る
と
同
じ
よ
う
に
や
る
。

後
は
ス
コ
ー
ル
が
降
れ

ば
芽
を
出
す
。

タ
ピ
オ
カ
は
今
で
は
澱
粉
に
加
ェ
さ

れ
て
、

バ
ナ
ナ
と
同
様
に
日
本
に
も
愉
人
さ
れ
て
い

ク
つ

。

レ
ン
バ
ン
島
桟
橋
の
右
側
に
は
入
江
が
あ
り
、

私

達
通
信
隊
の
兵
舎
近
く
に
源
流
が
あ
り
、

こ
こ
に
各

隊
の
残
飯
も
捨
て
る
の
で
あ
る
が
、

暫
く
し
て
夜
に

な
る
と
、

捨
て
場
に
何
か
大
き
な
音
が
す
る
。

明
か

り
が
な
い
の
で
何
か
は
わ
か
ら
な
い
。

相
談
の
結
果
、

機
関
隊
で
大
き
な
釣
り
針
を
造

っ
て
貰

っ
て
、

ロ
ー

プ
で
括

っ
て
、

餌
は
鼠
捕
り
で
捕
獲
し
た
鼠

一
匹
針

に
着
け
て
、

成
飯
の
上
に
置
い
た
。

ロ
ー
プ
の
元
は

大
き
な
木
に
縛

っ
た
。

翌
日
の
朝
、

残
飯
を
捨
て
に

行

っ
た
。

ウ
ワ
ー
ー
吃
驚
仰
天
で
あ
る
。

何
と
大
き

な
鰐
が
掛
か

っ
て
い
た
の
だ
。

直
ち
に
報
告
後
、

全

面
水
泳
禁
止
と
な

っ
た
。
ｉ
計
隊
の
隊
員
が
刑
製
に

し
て
持
ち
帰

っ
た
と
後
で
聞
い
た
。

日
課
予
定
表
通
り
を
遂
行
す
る
。

作
業
は
雨
の
日
、

ス
コ
ー
ル
の
時
間
帯
は
休
み
で
あ
る
。

雨
に
濡
れ
る

と
マ
ラ
リ
ア
の
高
熱
が
出
る
か
ら
だ
。

薬
と
し
て
は

キ
ニ
ー
ネ
と
い
う
よ
く
効
く
薬
が
あ
る
。
こ
の
薬
の

お
か
げ
で
大
勢
の
命
が
助
け
ら
れ
た
。

私
に
は
通
信

隊
で
四
人
の
同
期
同
年
兵
が
い
た
。

同
じ
兵
合
で
寝

食
を
共
に
し
、

市
ら
い
、

助
け
合
い
、

″ヽい
強
い
限
り
だ
。

こ
れ
ぞ
同
期
の
櫻
で
あ
る
。

■
月
に
入

っ
て

「復
員
予
定
者
ト
シ
テ
内
地
帰
環

ヲ
命
ズ
」
第
十
四
警
備
隊
と
辞
令
が
下
り
た
。

二
月
末
、

通
信
隊
、

兵
舎
前
に
整
列
。

残
留
者
と
別
れ
の
挨
拶

を
し
て
、

各
自
衣
裳
を
担
い
で
桟
橋

へ
。

大
発
艇
に

て
ア
メ
リ
カ
船
籍
リ
バ
艇

へ
。

ニ
ト

一
年
六
月
―
四
Ｈ
、

名
古
屋
港
人
港
。
ｌ
ｒｉ

Ｈ

「復
員
ヲ
命
ズ
　
ト
四
警
」
で
復
員
。

臨
時
列
車
に
乗
車
し
、

一水
都
、

大
阪
、

岡
山
、

宇
野
。

宇
高
連
絡
船
で
高
松
。

讃
岐
線
で
琴
平

へ
。

昭
和
十

八
年
五
月
十
九
日
に
琴
平
を
出
発
し
て
か
ら
、

約
ｉ

年

一
月
少
し
で
の
帰
郷
で
あ
る
。

琴
平
駅
で
友
人
の

駅
員
に
お
願
い
し
て
衣
襲
を
家
ま
で
山
転
い
で
送
り

肘
け
て
も
ら
う
こ
と
に
し
、

私
は
歩
い
て
家
に
帰

っ

た
。ち

ょ
う
ど
家
に
着

い
た
時
、

母
親
が
い
て
、

私
の

顔
を
見
る
な
り

「勇
、

お
前
生
き
と

っ
た
ん
か
」
】

時
私
十
九
才
で
し
た
。

大
西
　
勇

（
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
北
摂
豊
能
支
部
）
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「防波堤等の多目的使用に関するガイドライン」について

【お知らせ】

「防波堤等の多目的使用に関するガイ ドライン」は、2011年 度

に検討会を重ね、2012年 3月 28日 に案として発表。その後 30

日間パブリックコメントを募集 し、市民の意見を聴聞した上で、

6月 中の日付で各自治体港湾局に送られました。

港湾の釣りの自由については、釣り人と管理者との長い歴史が

あります。今から 20年 前、平成 3年 にも 「防波堤等の多目的使

用について」という運輸省港湾管理課長通知が出され、海洋性レ

クレーションの多様なニーズに応えるように計られ、釣り公園な

どが造られましたが、一般の港湾施設については逆に管理が厳し

くなったところがあります。今回はその時の続きで、特に防波堤

について、「市民に供されるべきものかどうかJを 新たに協議 し

ていこうという主旨です。

法の上で、「行政財産は、社会公共の福祉を維持増進する目的

を持って公衆の利用に供せられるものである (国有財産法)」「利

用条件を備える利用者に対しては平等に利用させることが原則と

なっている (地方自治法)」と規定されていることが根拠となっ

ています。

大阪市においては、平成 20年 、大阪港立入禁止条例が施行さ

れようとした時に、それま

で話 し合いを持たなかった

釣 り人 と行政が 「協議会」

を設置 し、立ち入 りできる

区域 とその利用ルールを定

めました。今回のガイ ドラ

インにはその大阪方式 と呼

ばれるルール作 りの手法が

盛り込まれています。

今 回の ガイ ドライ ンに

よって、今後港湾当局 と協

議会を開く道ができたわけ

で、たいへん喜ばしい事 と

言えます。ただし、海上保安庁においては尖閣諸島への対応等と

時期的に重なっており、釣り人への過度な圧力が加わる事がない

ように注意深く見守る必要があります。(ガイ ドラインの正式書

類は現在国土交通省のホームページに出ていませんので、意見公

募時の内容を参考にして下さい。)

防波堤等の多目的使用に閥する

ガイドライン

国主交通省港お局

インターネットラジオ、始めました
釣りの四方山話から社会問題まで、様々なテーマを思いつくまま

取り上げるインターネットラジオ 「釣り文化ラジオJを始めました。

」OFI大 阪および釣り文化協会のホームベージにスイッチがありま

すのでご利用ください。進行役を務めるのは、右から小川俊幸、室

井正行、犬伏俊嗣の各氏です。

http://ion口。saka.com

http:〃turibunka.orづp

」OFI大阪 ホームページ

釣り文化協会 ホームページ

【平成24年度後半の予定】

9月 15日 (土)>「環境美化活動 (男里川ハゼ釣り調査)」於 :男里川尻、7

時～12時 30分 /参 加費無料/主 催 :泉南市 ABC委 員会/参 加者 150名 以

上/ハ ゼ釣り指導、安全指導

9月 22日 (土)>「第 5回 生き物一斉調査結果発表会」於 :大阪市立自然史

博物館、12時 30分 ～17時 30分 /主 催 :大阪湾生き物一斉調査実行委員会

/博 物館入場料 300円 /参 加者 100名 /環 境調査活動学習およびポスター

セッション参加

10月 6日 (土)>「中学生親善魚つり大会」於:舞洲緑地シーサイ ドプロムナー

ドC護 岸 (釣り会場)・ロッジ舞洲 (交流会会場)/主 催 :大阪市青少年指

導員連絡協議会/参 加者 150名/魚 つり指導、生態観察指導、水質調査講習

11月 4日 (日)>「秋の南港釣り大会」於 :南港魚つり園/主 催 :釣り文化協

会/参 加費無料/釣 り指導、魚拓教室、釣り大会及びマナー向上安全講習 (同

日姫路遊漁センターでも釣り大会開催)

12月 22-23日 (土日)〉「公認釣リインス トラクター関西地区講習会・試験」於 :

ヒユーマンアカデミー大阪校/主 催 :全日本釣り団体協議会/実 施運営

1月 12日 (土)>「遊漁船業主任者講習会 (大阪府地区)」於 :ヒューマンア

カデミー大阪校/主 催 :全日本釣り団体協議会/実 施運営

2月 2-3日 (土日)〉「フィッシングショー大阪 2013」於 :インテックス大阪

/主 催 :大阪釣具協同組合/大 阪府 ・国土交通省環境啓蒙合同ブース協力、

大阪府釣り団体協議会ブース協力、釣り入門ヨーナー協力

3月 24日 (日)〉「第 7回 大阪湾 53ビ ックアップ清掃&環 境向上大会」於 :

泉佐野港/主 催 :釣り文化協会 ・水辺基盤協会/協 力 :大阪府 ・泉佐野市ほ

か/参 加費 500円 /大 阪湾の環境を考えるイベント、チャリティー釣具バ

ザー、清掃活動

(H25年 3月 にJO日大阪定時総会の予定。なお、予定は変更されることがあ

ります)
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